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Abstract
This research identifies how difficult open innovation initiatives would work well in the 
Japanese corporate culture context, but corporate venture capital, an internal but separate 
organization free from a corporate’s traditional decision making process, could be a promising 















提供し、我々が直面している問題を整理したい。鍵となる概念は、Closed Innovation, Open Innovation, 


















































2 ）それに対する新たなモデルとみられていたスタートアップ企業 + ベンチャー・キャピタル（VC）・
モデル（彼は、このモデルを the Venture Alternative と呼んでいる）も、主に次のような弱点を













































































































































CVC 投資を全社の組織構造の中で、どの部署に担当してもらうのかも、特に CVC 投資をこれからは






R ＆ D 部門主導の CVC 投資の場合はおそらく、既存事業から遠いスタートアップ企業への先物買い
的な投資も行うだろうが、最終的には既存事業あるいは既存技術とのなんらかのシナジー（補完性とほ
ぼ同じ意味）を期待する投資がポートフォリオの中心となるはずである。その意味では、R&D 部門主
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